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On 　the　Collapse　Basin　 of 　Late　Miocene　 in　the　Western

　　　　　　　Part　of 　Gunma 　Prefecture
，
　 Japan

　　　　　　The 　 Geological　 Study　 of 　the　 Upper　 Miocene　 Series

　　　　　　　　　　　　　　　　　　around 　 Gorin−iwa

Mutsumi　HoNMA 　 and 　 Yukinori　 FuJITA

Abstract　The 　 upper 　 Miocene　series 　 mainly 　consisting 　Qf　 pyroclastic 　rocks 　 are 　 well

developed　 in　 the　Gorin −iwa 　 area ，　 western 　part　 of 　 Gunma 　prefecture ，　 Japan ．

　Stratigraphic　 succession 　 of 　 the 　 studied 　 area 　is　 shown 　 in　 Tah玉e　 1．

　 The 　lacustrine　 Sakamoto 　 formation 　 unconformably 　 overlies 　 the 　 mostly 　 marine 　 Yoshii　 and

the 　 Itahana　 fom ｝at 孟on5 ，　 partly　 with 　 a　 distinct　 relationsh ゆ of 　 high−angle 　 abutting ，　 Basal

conglomerate 　 of　 the　 SakamotQ　 formation　is　containing 　poorly　 sorted ，　 angu 重ar 　 to　 rounded

pebbles　and 　boulders．　 Angular　clasts 　 are 　amphibolite ，　 rhyolite ，　 chert 　 and 　mudstone 　in

hthology，　 wh 三ch 　 must 　 have　 been　 derived　 either 　 directly　 from　 the　 underlying 　formations　 or

from　 the　pre −Neogene　 series ．　 Whereas 　 rounded 　 clasts 　 may 　 have　 been　 reworked 　 froln　 the

conglomerate 　 layer　 within 　 the　 underlying 　Itahana　 fQrmation．

　 These　facts　 may 　strongly 　indicate　that　 there 　existed 　h量ghly 　rugged ，　 steep 　mountains

along 　the　 margin 　 of 　 the　 basin　 where 　 the　 Sakamoto　 formation　 was 　 deposited．

　 The　authers 　further　believe　that　the　basin　was 　caused 　by　a 　co1 至apse ，　although 　 actual

fault　 system 　 has　 not 　 been 己etected 　 as 　 yet．

は　 じ　 め　 に

　　　　　　　　　　　　　ケ／1 ずみ
　 群 馬 県 西 部 の 利 根 川 支 流．霧積 川 西 方 に は，主 と して

火山 岩 類 よ りな る上部中新統 が分布 して い る．飯島 ほ か

（1958）は ，こ の 火 山 岩 類 を，霧積川 北方に 分布す る火
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 う　 オ い

山岩 類 と
．．・

括 して 霧積累層 と よび，そ れ を碓 氷川東方 に

分 布 す る秋 間 累層 （藤本 ほ か，1938）と同時異 相 で あ る

と した ．また ，霧積累層 は ．板鼻累層 （藤本 ほ か ．1938）

お よ び秋 間 累層 と，坂 本 に お い て 断層で 接 す る と報 告 し

て い る．その 後，周藤 （1967，MS ）や，秋 間 団研 グル

ープ （1971）に よ っ て ，秋 間 累 層 と そ の ド位 に あた る板

鼻 累層 と の 関係 は、不 整 合関係 に あ る こ と が指摘 さ れ た．

また．中野 （1975，MS ）に よ り，霧 積累 層 と板鼻 累層

が，ア バ ッ トの 不 整合の 関係で 接 し て い る こ と が報告 さ

　 ＊ 北 海道大 学理 掌部地 質学鉱物 学教 塞．
＊＊ 新潟 大学 積蜑

1
上也域 災害 研究 セ ン タ ー一．

れ た．藤 田 （1973 ）は ，霧積累層の 基 底 の 不 整 合 は，陥

没 に よ っ て 形成 さ れ，それ は 秋間 累層基底 の 非陥没性 の

不 整 合 に うつ り 変 る 可 能 性 が 大 き い こ と を指 摘 し た ．

　 なお，本調査地域 の 東隣 の 地質 に っ い て は，秋間団研

グル ープ （1975，1976），秋間同研グル ープ 他 （1976）の

の 調査報告 に．くわ し く述べ られて い る．

　筆 者 らの うち の 本 間 は，本地 域 に お け る上部 中新 統 の

火砕岩 類の 層序 を あ き らか に し，と く に 堆積盆 地 の 縁 辺

部 に お い て ，地 質調 査 を進 め た．ま た，本地 域 に み られ

る不 整 合 現 象 に っ い て の 吟 味 は，本 間 と 藤 田 が共 同 で 行

っ た．

地 　質　概　説

　本調査 地 域 は，群 馬 県 西部妙 義 山 系北部 に 位置 す る．
　　　　　　　　　　　 とtt い／／
北 は 霧積 山 系 と接 し，南 は 遠 入 川 を境 と して 裏 妙 義 山 系

と接す る．東 「垠は碓 氷川 に あ る，
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　本地域 南 部 に は，中 部 中新統 の 吉 井 累 層が 東西方向 に

分布 して い る．東部に は ，吉 井累層 の 上位 の 板鼻 累層が

発達 し，こ れ ら両 層 が，本地域 に お け る ヒ部中新統 の 基

盤 岩類 を構成 して い る，

　本地 域中央部 に 位置 す る五輪岩 を中心 と して 発達 す る

火砕岩 よ りな る 地 層 は，従 来 t 霧積累層 の
一一部 と され て

い た，こ れ ら の 地 層 は，吉井累層，板 鼻累層を不整合関

係で お お っ て い る．夲報 告 で ぽ，霧積累 層 を 2っ の 累1曽

に 細分 し，下位 よ り坂本累 層
・五 輪 岩 累層 と命 名 し，霧

積 累層 と ぱ 同時異 相 の 関係 に あ る と認 定 し た．五 輪岩 累
　 　 　 　 　 　 　 　 　 しttcu

’

層を下位 よ り原部層
・臼首部 層 ・矢 ケ 崎 山 部 層 ・五 輪岩

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぷ n・に　 げ

部 層 に 4 分 し た．さ らに 原部層 を下位 よ り，中荷場 安山

岩 溶岩層 ， 下部 凝 灰 角礫 岩 層，⊥ 部 凝灰 角礫岩層 に 3分

した．また，本地 域の 南部の 妙義 山地 域 に 1よ，原部 層 の F

部凝灰 角礫 岩 層 と指 交関係 を示 す妙義累層 〔周 藤1967，

MS ）が 分布す る．

　以 下，各累層に っ い て ， 下位 か ら順 に 記 載す る、

地 　質　各　論

　 1，吉 井 累層

　本累 層 は，碓氷バ イ パ ス ぞ い に 東西 方 向 に 分布 し て い

る．本累 層 は，下宵i；凝灰 岩部 層 と，
上 部泥岩 部 層 に 2 分

す る こ とがで き る．

第 1 図 調 査 位 置 図．

第 1 表　廟　序　表　　（Table　1）．
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　本 累 層 の 構 造 は ，碓 氷 川 付 近 で は 走 向 が NS ，傾 斜 が

30°E の ほ ぼ単斜構造 を示 し，中央部入 山 付 近 で は 走 向 が

EW ，傾 斜 が 40
°N の 単 斜構 造 を示 す．本 累 層 の 構 造 が ，

新井付近で 急激 に 変 化す る こ と と，その 分布形態か ら，

新井 の 西方 に ，南北方向 の 推定断 層 が 想定 され る，また，

本剿膂は，久保付近で，小 さ な背斜をな して 南傾斜 へ と

変 る．

　（1）　 ド部 凝 灰 岩 部 層

　模式地 は，信越線横川 駅 西方の 砕石 場で ある．層厚 は

25Dm 以 上 で あ る．本層 は，酸 性 砂 質 凝 灰 岩お よび 泥岩

よ り な る 海成 層 で あ る．本層の 上 部 は，凝 灰 質 泥 岩 と 砂

智 の 互層 をな して い る．全般的 に著 しく変質 して い る．

　（2） 上 部泥 岩 部 層
　 　 　 　 　 な だ　 た

　模式地 は 難 田北方の 沢で あ る．最 大 属厚 は 350m で あ

る．下位 の 下 部凝 灰 岩 部 層 とは漸 移 す る．本層 は 砂 質 黒

色泥岩 よ り なり，一
般 に 塊状を呈す る．一

部 に は凝灰岩

層 が 挾 在 して い る．最 ヒ部 は砂泥 互 層 で あ る，

　 2 ．板 鼻 累層

　模 式地 は 信越線霧積 川 の 鉄橋 付近 で あ る．層 厚 は15m

以 上 で あ る．下位 の 吉 井 累 層 と は 整 合漸移の 関 係 に あ る，

ノ
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「

／ ハ

　
』
，i．、』ハ

「」
σ

0
− ＿ ＿」

50m

第 5 図 　白首沢 （第 2 図，

褊誰
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d 地 点）に お け る不 整合の 露頭 の ル
ー

トマ ッ プ，お よ び，ス ケ ッ チ．
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本累 層 は砂 岩 ・礫 岩 か ら な る，礫岩 にみ ら れ る 礫 は，石

英 斑 岩 ・チ ャ
ー ト ・頁 岩 ・泥 岩 ・砂 岩 ・凝 灰 岩 な どの

Pebble〜Cobble 大 の 円 礫 か ら な る．

　 3．坂本 累層

　模式地 は 碓 氷 川坂 本付近 で あ る．層 厚 は200− 400m で

あ る，本累層 と 基盤 岩 と の 関係 が直接，観察 で きる地 点

は 10ケ 所 あ る．霧積川 鉄 橋 付近 （第 2 図，a 地点） で は，

6ぴ 以 上 の 高角度をなす 基底 面 に 対 して 1 本累 層 が ア バ
ッ

トの 不 整 合関 係 を示 して い るの が 観察で き る （第 4 図 ）．

こ の 露頭で は，本累層 に 径 70− 150cmの 板鼻累層起源 の

角 礫 状 の 巨 大 ブ ロ ッ ク が 含ま れて い る．碓氷川 西方 （第

2図，d地点）に お い て も，高角度をな す基底 面 に 対 し

て
， 本累 層 が ア バ

ッ ト して い る不 整 合 関 係 が 観 察 で き る

〔第 5図）．また
， 碓氷川 本流 ぞ い の 2 地点 〔第 2 図，b

お よ び c 地 点 ）で も，ア バ ッ トの 不 整 合関 係 が 観察で き

る （第 6図
一
  ）．上記 の 4 地 点，お よ び，碓氷川 ぞい で

観 察 さ れ る 本累 層基 底 部 に は，
一

般 に 本累層 堆積時 に F贋

出 した 火山 砕屑 岩 に 由来す る と 思 わ れ る 石英 安 山岩 角 礫

の ぽ か に，1「1礫 お よ び角礫 が 含 ま れる．礫 の 大 き さ は ま

らま ちで，き わ め て 淘汰度 が低 い ．円礫 に は，チ ャ
ート

・石英斑 岩 ・凝灰 岩
・砂 岩 ・泥 岩 な どが み と め ら れ

，
こ

れ らの 円 礫 は すべ て 基盤 の 板鼻累層中の 礫岩を構 成 す る

円 礫を，直接 の 起 源 とす る とみ られ る．ま た
， 角 礫 に は

，

角閃 岩 ・流紋岩 ・粘板岩 ・チ ャ
ー

トな どが み とめ ら れ る，

こ れ らの 礫 の 起 源 に つ い て は 不 明 で あ るが ，本累 層 の 堆

積時 に，本堆 積盆地 の 近 くに 分布 し て い た 先新第
．．モ系 か

らも た ら さ れ た もの とみ られ る．以 上 の 4 ケ 所 の 他 に ，
’
　 t・Lt，

小 柏北方 （第 2 図，g 地点） に お い て も，本累層 が高角

の 不 整合 面 に 対 しア バ
ッ トして い る状 態 が観 祭 で きる （第

6図一  ）．ま た
， 新 井北方 （第2 図，f地点 ；第 6図一

  の ス ケ ッ チ ）で は ，基 底 面の 傾 斜は そ れ ほ ど 高 角 で は

な い が，や は り本累 層 が ア バ
ッ トして い る 不 整合関 係 が

み られ る．灘 田北方 （第 2 図， e 地 点 ；第 7 図 一  の ス

ケ ッ チ ），久 保 北 方 備 2図，1地 点 ；第 7 図
一
  の ス ケ

ッ チ ），本調査地域西部 （第 2図，1地 点 ；第 7図 一  の

ス ケ ッ チ ） の 3地 点 で は，低角の 不 整合面上 に，本累層
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　　第 6図　坂 本累層 が
， 不 整 合面 に 対 し，ア バ

ッ トして い るの が 観察で き る露頭 の ス ケ ッ チ．

  第 2図
一b 地点の ス ケ ッ チ ，   第 2 図 一f地 点 の ス ケ ッ チ，　   第 2 図 一

g 地 点 の ス ケ ッ チ，

  第 2 図
一 i地 点の ス ケ ッ チ ．
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一

　　　　　第 7 図 　坂 本累層が，不整 合面 ltに オーバ ー
ラ ッ プ して い る露頭 の ス ケ ッ チ．

  第 2図 一e 地 点 の ス ケ ッ チ，　   第 2図一1 地 点 の ス ケ ッ チ，　   第 3図一j地 点 の ス ケ ッ チ，

が オ
ーバ ー

ラ ッ プ して い る 不整 合関係 が観 察 で き る．以

上 の 6地 点 に お け る本累層 基 底部 に も，碓 氷 川 ぞ い に 見

られ る の と同様 な，円礫 お よ び角 礫 が含 まれ るが，碓 氷

川 ぞい で の そ れ ら に 比 較す る と，その 量 は 少 な い ．し か

し，こ の 円 礫 も板鼻層の 礫岩起 源 の もの とみ られ る．
「
な

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヒ ttいり
お ，久 保北方 （第 2 図，h地 点），遠 入 北方 （第 2 図，　 k

地 点 ）で は，本累 層は，吉 井累 層 と高角 の 断 層 関係 で 接

して い る．本累層 と基盤岩の 境界 は，野外で は 以上 の 12

地 点 （不 整 合関係 が10地 点，断 層 関係 が 2地 点〉で ，観

察 で き る だ け で あ っ た が，他の 地点で も，不 整 合の 境界

部 を あ る 程 度 地 質 図 上 に くわ し く画 くこ と が で き る，そ

の 結果，不整合の 境界 は，地質図 （第 2 図）の よ うに，

局 所 的 で は あ る が，現 在 の 地 形の 凹 凸 が あ る に もか か わ

らず，直線 状 な い しは ゆ る い 曲線 状 に 表 現 され る部 分 が

多い ．

　本累 層 は ， 岩 相 Lの 特 徴 か ら， 下 部 ・中 部
・上 部 に 細

分 で きる．本累 層下部 は，石英安山 岩質 凝灰 角礫岩 よ り

な り，無層 理，塊状 を呈 し，淘汰度 は き わ め て 低い ．そ

の 岩相 か ら，そ れ は 泥流性 堆積物 と思 わ れ る，

　 中部 層 は，石 英 安 由 岩 質 軽石 質 凝 灰 角礫 岩，お よ び 同

質 火 山礫 凝 灰 岩 か ら な り，2 枚 な い し4 枚 の 凝灰 質砂岩

層，ない し，凝灰質泥岩層を挾在す る．中部層 は，下部

層 よ りも よ く成 層 して い る．ま た，ド部層 に く らべ て ，

砂 岩 ・泥岩 ・チ ャ
ートな ど の 異質 礫 を含 有 す る こ と が少

な くな り，植物化 石 を産 す る．

　上 部層 は ，主 と し て，泥流 性 の 石 英安山 岩 質火 山 砕屑

物 よ りな り，塊状 を呈 して い る場 合 が 多 い ．本層の 下部

は や や 安 Ltl岩 R”で あ る が，上 部は 石 英安山 岩質で あ り，

軽 石 質 に な る．

　本累層の 堆積環境 につ い て は，成層 し て い る 部分 に ，

凝 灰 角 礫 岩 層 と凝 灰 質 粗 粒砂 岩 層の 律 動 的 な互層 が み ら

れ る 二 と，泥流 性 堆積物中に も ラ ミ ナ が 観察 さ れ る 場含

が あ る こ と，核 物化 石 を 多 く含 み，亜 炭 層 を挾 存 す る こ

とな ど か ら，お そ ら く坂 本累 層は湖沼性 堆積物 と 思 われ

る．

　坂 本累層 は，本調 査 地 域 北 方 で は，中野 （1973，MS ），

佐 藤 （1977），秋間団研 グ ル ープ （1975）など に よ っ て 規

定 さ れ た 霧積累層 の 水 谷 部層 へ と 移化 す る．

　 4．五 輪 岩 累層

　本累層は ，五 輪岩 を中心 と し て 分 布す る．主 と して ，

凝 灰 角礫岩 よ り な る火 砕 岩類 で あ る．その 岩相 に よ っ て ，

下位 か ら，原部 層，臼首 部 層，矢 ケ 崎 山 部 層，五輪 岩 部

図に 4 分 で き る．本 累層 は，本地 域 に お い て は，下位 の

坂本累層とは 不整合の 関係 に あ る．明 ら か な傾斜不 整合
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の 観 察で き るの は，五輪 岩 南 方 の 1地 点 （第 2 図，m 地

点 ）だ けで あ るが，東西方 向 の 地 質断面図 〔第 3 図 ）を

参照 し な が ら，各単層 の 分布を検討 す る と，下位の 坂 本

累層 は 200m 以上 欠除 し て Ssり， 本累層 は ， そ れ を い ち

じる しい 不整 合関 係 で お お っ て い る と結論 せ ざる を得 な

い ．以 下 各部 層 に つ い て 記載 す る．

　（1） 原 部 層

　 本部 層は ，主 と して，複輝石 安山 岩 質 の 凝 灰 角礫 岩 か

らな り，五輪 岩 を 中心 と して 分 布 して い る．下位 よ り，
なが　 ，　 　ニ
中荷場 安山 岩 溶岩 層，下部 凝 灰 角礫 岩 層， 卜部凝 灰 角礫

岩 層 に 3 分 で きる．以 下 に，下位 よ り 2 層 に つ い て 記述

す る．

　（a ）中荷場 安 山 岩 溶 岩 層

　模式地 は 中荷場北方 の 沢 で あ る．最大層厚は 50m で あ

る．下位 の 坂 本 累層 と は，不整 合関 係 に あ る とみ られ る

が，野 外で は直接 に観 察 で き ない．本層 は，複輝石安 山

岩 質の 溶岩流で，部分的 に変質をうけ，また ，風 化 が 著

しい ．本層 上部 ，およ び，調査 地 域北部の 本層の
一

部 に

は，角礫化 した 自破砕部分 が み とめ られ る．

　〔b） 下部凝灰 角礫岩
　 　 　 　 　 ヒ／：t’よ
　模式地 は入 山北方で ある．層厚は 100− 150m を示 して

い る．
．
ド位 の 坂 本 累 層 と は 不 整 合 の 関係 に あ る と 解 釈で

き る．本層 は複輝石 安 山 岩 質の 凝 灰 角礫 岩 よ りな る．一・

部 に 石 英安 山岩 質の 凝 灰 岩 をは さ ん で い る．中荷場安山

岩溶岩層 と本層 ド部層 とは，同時異相 の 関係で あ る．
　　　しらくび
　（2） 自首部 層

　模式地 は 五輪岩東方の 臼首付近 で あ る．最 大層 厚 は30

m で ある．本地 域西 方 で は，原 部 層 が 欠 如 して お り，本

部層 が直接 坂 本累 層を不 整 合関係 で お お っ て い る．五 輪

岩南方で は．両者が傾斜 不整合関係 で 接 して い るの が 観

察 で き る （第 2 図，m 地 点 ）．

　本部層 は ， 軽石 質 含 角閃石 石 英安 山岩 質 の 凝 灰 角礫 岩

か ら な っ て い る．礫種 は ，石英安 山岩 ・軽石 ・含角閃石

石英安山岩を主 とす るが ，そ の ほ か に，安山 岩 ・ガ ラス

質石 英安 山 岩 な どの 角 礫 を 含 ん で い る．

　（3） 矢 ケ崎 山 部 層

　模式地 は 矢ケ 崎山付近 で ある．層 厚 は60m 以 下 で あ る，

ド位 の 坂 本 累 層 とは，平 行 不整 合関 係 と判 断 した，す な

わ ち，不整合関係 は，3 ケ 所で観察で きる が，両層とも

に塊状 を呈 して い る た め，両層の 分布，と くに，こ の 付

近 の 東西地 質 断 面 國 1第 3 図，E − E ’断 面 ） か ら，両屑

の 関係 を不 整 合関係 で あ る と判 定 した．

　本部層の 層相 は，含 角閃 石 石英 安 山 岩 質 の 凝 灰 角礫 岩

で あ る．一
部 の 地 域 で ， 本 層 に は軽 石 質 凝 灰 角礫 岩層 が

は さ まれ る．

　（4） 充 輪岩部層

　模式地 は 五 輪岩 付近 で あ る．層厚 は30m で あ る，下 位

の 自首部層 とは整合の 関係 に あ るが ，五輪岩 西方 で は，

原部層，臼首 部層 が欠 如 して お り，本部層 が坂本累層を

直接 お お っ て い る。両層 の 関係 は ， 露 頭 観 察 の み で は 明

確 に 判定 で きない が，断面図 （第 3 図，E − E ’
断面）か

ら，不 整 合関 係 に あ る と判 定 した，

　本部層 は，複輝 石安山 岩質の 凝灰角礫岩 か らな っ て い

る．一
部 の 地 域 で は，本部 層 に 軽 石 質 凝 灰 角 礫 岩 が は さ

ま れ て い る．

　 5．妙義累層

　模式地 は，新井 の 東方で あ る．本調 査地域 に お け る本

累層の 層厚は50m で あ る，本 累層 は，下 位 の 吉 井 累 層の

上面 の なす 低 角 度 の 不整 合 面 を，オーバ ー
ラ ッ プ して お

お．
っ て い る．また，本累層 は，新井の 北方で，原部層 の

下 部 凝 灰 角 礫 岩 層 と指 交 関 係 を示 し，liい に，水 平方向

に 漸移す る．本累層の 層相 は，複輝 石 安 山 岩 質凝 灰 角 礫

岩 で あ る，

　 6．貫入 岩 類

　本地 域 に は ，多 くの 大 小 の 規 模をなす 貫 入 岩 類が 発達

し て い る，と くに 大 き な岩 体 ぽ，碓 氷湖西方の 碓氷岩体，

新井 北 方 の 新井 岩体，若宮北方の 若宮岩 体，小 柏北 方 の

小 柏岩体 で あ る，以 上 の 岩 体の う ち，碓 氷 岩体 は坂 本累

層，充 輪岩 累 層を，新 井岩体は 吉井 累層，坂本累層，妙

義累層 を，若 宮岩 体 は 吉 井累 層 を，小柏 岩 体 1よ吉 井 累 層，

坂 本累 層 をそ れ ぞ れ貫 い て い る．こ れ らの 岩体 は，変質

が著 し い た め，岩質不 明 の もの もあ る が ，残 存鉱 物 よ り，

そ の 原岩 の 大 部分 は，輝 石 安山 岩 と思わ れ る．

　 ま た，本調査 地域 に は，幅 2 〜5m の 岩 脈 が 多 く発 達

し て い る，貫 入 方向 の 測 定可能 な岩脈 に つ い て は ，次の

よ うな特徴 が あ る．碓氷川，坂本付近 での 貫 入 岩 の 貫 入

方 向 は，NE 方 向 を示 す もの 2 本，　 NW 方 向 3 本，　 NS

方向 2 本 と，貫 入 方向 に と り た て て の べ る 特徴 は み あ た

ら な い ．新 井付近 で は ，NE 方 向 を示 す も の 15本，　 NW

方向 9 本 ，
NS 方 向 3 本 ，

　 EW 方 向 1 本 と，　 NE 方向 と

NW 方向 を示 す 貫 入方 向が 卓越 して い る．ま た，本調査

域西部 に お い て は，NS 方向 の 貫入 方 向 を示 す も の 10本，

NW 方向 7本，　 NE 方 向 5本，　 EW 方 向 3本で あ り，他

地 域 と比較 して NS 方 向 の 貫 入 方向 が 卓越 し て い る．岩

脈 の 岩質 は，ほ と ん ど輝石 安 山岩 で あ る．

考 察

1．坂 本 累層の 堆積初期 に お け る陥没現象に つ い て
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　坂 本累 層 に関 す る記 載の 項 で 述べ た よ うに，坂 本累層

は ，3ケ 所で ，6ぴ 以 上の 高角 の 不 整合面 に 対 し ア バ
ッ ト

し，そ の他 の 4 ケ 所で もア バ ッ ト関係 がみ とめ られ る．

さ らに，他 の 3 ケ所 で は，低角の 不 整合面 に 対 して オー

バ ー
ラ ッ プ して い る こ と に っ い て も述 べ た．こ の よ うに

異 っ た 形態の 不整合現 象は，そ れ ぞ れ 1つ 1 つ の 露頭 に

お け る現 象 を示 す もの で あ っ て ，そ れ は，不 整 合基 底 面

が著 しい 凹 凸 を示 して い る こ と を意味す る もの で あ る．

しか も その 凹 凸 は ゆ るや か な もの で な く，角ば っ た形 態

を示 して い る，

　前記 の よ うに，不 整合関 係は 10ケ 所で しか観察 で きな

か っ た が，坂 本累 層 とその 基盤 岩 との 分 布 をで きる だ け

くわ し くし らべ て，地質図上 に プロ ッ ト して い くと，地

質図 上 で，か な り くわ し く，不整 合線 を画 くこ とが で き

る，こ うした 不整合線 をみ る と，不整合部付近 に お け る

現 地形 の 高 低 が ま ち ま ちで あ る よ うな部分 に おい て も，

その 不整合線 は，地形 に よ っ て 屈曲す る こ と なく，直線

状 を示 す場 所 が 多 い ，こ の こ とは，こ の 地 点 で は，低傾

斜 を示 す上 位 の 坂 本累 層 に 対 して ，不整 合 面 が高 角 を示

して い るこ とを意味す る．

　 した が っ て，坂 本累 層 が，3 ケ 所 に お い て，基盤 岩 の

なす低角度 の不 整合面 に対 して オ
ーバ ー

ラ ッ プ して い る

露頭 とい うの は，た また ま，局 所 的 に坂 本累 層の 層理 面

に近 い 侵食面 が埋 め た て られた 不 整合部分 が，露出 して

い る こ と を意 味 す る．

　ま た
，

一
部 に坂 本累牌 が

， 堆積後の 高角断層 で 境界 さ

れ て い る部 分 も あ る が （第 2園，h およ び k地 点），こ

の 高角断層は お そ ら く，高角度 不 整 合面が，再 活 動 した

もの と思 われ る．

　 か くて ，坂 本 累 層 の 堆 積初 期 の 堆 積盆 地 の 周 縁 に は ，

切 りた っ た 山地 が あ っ て ， その 前縁 の 凹地 を坂本累層の

下部 層 が埋 め た て たの で あ ろ う．

　 さ ら に，霧 積川 鉄橋 付 近 の 縁 辺 基 底礫 岩 で み られ る よ

うに，基盤 の 板 鼻累層起源 の 巨大 な ブ ロ ッ ク が 礫 と して

含 ま れた り，吉 井累層起 源の 泥 岩 の 角礫 が 含 まれた り （第

5 図，第 6図
一
  ， 第 7 図

一      ），大小 の lq〜角礫

か らな る不淘汰 の 礫 が 多く含 まれ て い る こ とは，それ ら

が隣 接 して 存在 して い た 山地 か ら くず れ お ちた崖 錐 件 の

もの で あ る と解釈で きる．縁辺 基底 礫岩中の 各種の 円礫

は，堆積当畤 に，円磨，淘汰 さ れ た もの で は な く，すべ

て板鼻層 に挾 在 して い る 円礫 岩 に由来す る もの で あ る こ

と に つ い て は す で に の べ た，

　 こ の よ うな崖 錐 性 の 縁 辺 基 底 礫 岩 か ら求め た堆 積 盆 地

の 縁辺の 切 り立 っ た 山地 の 存在の 論理 と，高角不整合面

か ら求 め た堆 積盆 地の 縁辺 の 切 りた っ た山地 の 存 在の 論

理 は
一致 す る．

　坂本累層 の堆積盆 地 の 発生期 に存在 した 盆地 周辺 の 高

角の 地 形 が，ど ん な作用 に よ っ て 生 じ た か に 関 して は，

次 の 2 っ の 考 え方 が可 能 で あ る．す な わ ち，1 っ は，侵

食 に よ っ てで き た とい う考 え 方，も う ユつ は， 断 層 によ

っ て 生 じ た陥没 と い う考 え方 で あ る．

　 とこ ろで筆者 らは，地 質図 上 に お け る坂本累 層基底 の

不整合線 が，
一

方 向 だ けで な く，多方 向 を示 す 単 調 な直

線，ない し，ゆ る や か な曲線 をな し て い る こ と か ら ， 不

整 合形 成期 の 盆地縁 辺 部 の 高 角 を示 す古地 形 と い うの ぱ，

決 して 局所的 な もの で は な く，い くっ かの 方 向 を示 す直

線方向 に連 続す る高角の 古地形で あっ た と推定 した．と

こ ろで ，こ の よ うな古地 形 が，単 な る侵 食 に よ っ て 生 じ

た地形 と して 考 え る こ と ぽ で きない で あ ろう，なん と な

れ ば，本累層の 堆積盆地 は湖 沼 性の もの で あ っ て ，も し，

侵食 に よ っ て そ の 凹地 が生 じた と考 える ならば，肖lj剥 さ

れ た 膨 大 な物質の 行 方を説 明す る こ とが で き な い か らで

あ る．また，か りに河 川 で 運 搬 さ れつ く した と 考 え る と

して も，その 場合 に は，侵食期 と堆積期 の 転換期 をど う

考 え る か とい う こ とで ，その 論理 の 根拠 が 失 わ れ る だ ろ

うか らで ある．した が っ て ， 著者 らは ， 後者の 考 え方を

採 用 す る．

　た だ し，本調 査 に お い て は ， 上記 の 陥没をも た ら した

古期 の 断 層系を未 だ確認 して い な い の で ，陥没現 象を完

全 に 実証 す る に至 っ て い ない ，し か し
， 不整合線付近 に

は，陥没 期 の 断層 が存在 す る もの と確信 す る．今 後，こ

う し た 断層系 の 調査を進 め た い と考 え る．ま た
， 地 質図

（第 2図 ）の d 地 点 で の観 察 に よ ると ， 坂本累 膚 が ほ ぼ

水 平 と考 えた場 合，陥没 量 は少 くと も 7m は 存 在 し た こ

と に な る が，い う まで もな く，
こ の よ うな小 さな もの で

な い と思 わ れ る．ボーリ ン グ資料 が な い の で た しか め る

こ と がで き ない ．

　 2，陥没盆地 の隆起後の 火山活動に つ い て

　 記 載 で もの べ た よ うに，煮輪 岩 累 層 は，そ の 分 布 か ら

み て，坂本累層 に 対 して不 整合関 係 に あ る と判定 され る．

た だ し，観察 で き る露頭 は 6 ケ 所 で あ り，そ の うち明 ら

か に傾 斜不整合を示 す露頭 は 1 ケ所で あ る （第 2 図，m

地 点）．ま た，こ の 不整 合関係 が，本調査地域 の 北方の 霧

積山 地 域 ま で ，連 続 して 発達 し て い る か ど うか は 未確認

で あ り，今後の 問題 で ある．

　坂 本累層 ぱ，す で に の べ た よ うに ，湖沼性堆 積物 と思

わ れ る が，五 輪 岩 累 層 は，ほ とん どが無 層 理 塊状 を呈 し

て お り，その 岩相 と分布 か ら，陸 f：に お け る火山性噴出
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物 と思 わ れ る．した が っ て
’
，こ の 不 整 合 関 係は，坂本累

層の 堆積 し た 湖沼性 盆地 が，湖 沼の 埋 立 て に よ る 消滅 後，

な い しは 隆起 した の ちに，陸．Eの 火 山活動 に よ っ て 五輪

岩 累層 が 形成 し た こ と を示 す もの で あ ろ う，

ま　 　 と　 　 め

　1 ，従 来，本地域 に 分 布 す る上 部 中新 統の 火山 岩 類 は
，

霧積累層 と して
一

括 さ れて い た が，本報告で は 2 累 層 に

細 分 し，下位 よ り，坂 本累 層，五 輪岩 累層 と 命 名 し た．

　 2 ．坂本累層 と，吉井累層 お よ び板鼻累層 との 関係 は，

不 整 合で あ る．筆 者 ら は，高 角度 の ア バ ッ トの 不 整合関

係 がみ られ る こ と，坂 本累層 が，基底 部 に 坂 鼻累層起 源

の ブ ロ ッ ク 状 角 礫，お よ び，不 淘 汰 角 礫 を含 む こ と など

か ら，こ の 不 整合は ，陥没 に よ っ て 生 じた もの と 推定 し

た．

　 3 ．陥没をもた ら した 断層系 は 発見 し て い ない ．

　4 ．五輪岩 累層 と坂 本 累 層 の 関 係 は，傾斜不 整合で あ

る，

　 5．坂本累層 は，霧積累層 の 水谷 部 層 に対 比 さ れ る．

　6 ．調査 地域 が せ ま い た め
，

五 輪岩 累層 と 霧積累層 お

よ び妙 義累届の 関係の 詳 細 は，明 確 に で きな か っ た，ま

た ，五 輪 岩 累 層 を構 成 す る 火 砕 岩 の 噴出源 に つ い て も不

明で あ る，今後の 問題 と して 残 さ れ た．

藤利i平氏，大手開発の 中野啓二 氏，秋間団研 グ ル ープ の

方 がた に は，現 地討 論をは じめ と し，貴 重 な御 意 見 を い

た だ い た．また，杉山　明 氏 に は
， 岩 石 の 鑑 定 に 協力 を

い た だ い た ．北海道 大 学の 加 藤　誠 氏 に は，英 文要約 の

校 閲 をい た だ い た ．以 Llの 方 が た に
， 深 く感 謝 申 しあ げ

る．また，H本工営 の 塚原俊
一

氏，松井田町の 遠藤道子

氏，和 田 巻雄 氏 ，若 松屋 支 店 の 方 が た に は，調 査 中の 便

宜をは か っ て い た だ い た．あわ せ て 御礼 中し Eげる．
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